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あいち 

食品工業技術センターニュース

●親子科学教室「サイエンスでお菓子を作ろう！」を開催しました。

豊田佐吉は、明治３１年８月１日に最初の動

力織機の特許を取得しました。愛知県では、この

日に因んで８月１日を「愛知発明の日」と定めて、

この日を中心に様々なイベントを行い、広く県民

の皆さんに研究開発や知的財産の重要性について

考えていただく機会としています。 

食品工業技術センターでは、８月７日（金）午

後１時３０分から小学生とその保護者を対象に２

０名の方に参加いただき、親子科学教室を開催し

ました。親子科学教室では、重曹の色々な働きに

ついて説明した後に、赤キャベツジュースに重曹

や酢を加えアルカリ性や酸性を調べる実験や赤キャベツジュースに重曹と酢を混ぜ発泡させる

実験、重曹を使用したソーダブレッド作り・ラムネ菓子作りを行いました。 

●あいち産業科学技術総合センター食品工業技術センター技術支援会議を開催しました。

 ７月１６日（木）午後１時３０分より、当センターにて「平成２７年度 あいち産業科学技

術総合センター食品工業技術センター技術支援会議」が開催されました。

この会議は、当センターが行う技術的支援や研究活動などの様々な取り組みについて今後の

運営に反映させるため、センターに関わりのある業界や機関等からの提言をいただくために行

っているもので、毎年この時期に開催しています。

業界からは、愛知県酒造組合会長 杉本多起哉様、愛知県味噌溜醤油工業協同組合専務理事

冨田茂夫様、愛知県菓子工業組合理事長 久村俊昌様、一般社団法人愛知県洋菓子協会副会長 

磯貝元伸様、公益社団法人愛知県漬物協会会長 大羽恭史様、愛知県豆腐商工業協同組合理事

長 大久保博様、包装食品技術協会会長 杉山仁朗様の各団体代表者のご出席をいただきました。

 出席者からは、地域特有の業界ニーズに対応した技術開発、食品の表示問題、HACCP への

対応についての情報収集並びに技術的支援などの要望が出されました。これらについて、技術

的なものは、受託研究、依頼試験、技術相談・指導で対応し、情報収集については、県の関連

部署への照会等を通じて行うことになりました。

今月の内容 ●ト ピ ッ ク ス          

●技術解説「ペットボトル容器の特徴と種類について」 

ト ピ ッ ク ス
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●平成２７年度 愛知のふるさと食品コンテスト」が開催されました。 

８月６日（木）午後２時より、当センタ

ーにおいて、「平成２７年度 愛知のふる

さと食品コンテスト」の審査会が開催され

ました。 

本コンテストは、県産農林水産物を活用

した加工食品の新たな需要を掘り起こし、

農林水産物の生産振興に資することを目的

に開催され、応募のあった６１件の食品の

中から、株式会社石巻柿工房の「柿あん」

が最優秀食品に選定されました。 

この製品は、一般財団法人食品産業セン

ターが主催する全国規模のコンクールであ

る「平成２７年度 優良ふるさと食品中央

コンクール」に愛知県代表として推薦され

ます。詳細については、愛知県ホームペー

ジ http://www.pref.aichi.jp/0000085579.html
をご覧ください。

●平成２７年度 外部資金による研究助成事業に採択されました。 

 次の２課題が新たに採択されました（８月１４日現在）。平成２７年度の特別課題研究として

取り組んでいきます。

（１）自然界から分離した酵母の培養・保持方法に関する研究

（２）エクストルーダを用いたパン粉様食品製造法の確立 

［いずれも、公益財団法人 エリザベス・アーノルド富士財団 研究助成事業］ 

●当センターの間野主任が愛知県味噌溜醤油工業協同組合から表彰されました。 

当センター発酵バイオ技術室の間野博信主任が、平成２３年度よ

り取り組んできた「乳酸菌制御による豆味噌および溜醤油の高品質

化技術の開発」をテーマとした一連の研究による業界への功績が認

められ、愛知県味噌溜醤油工業協同組合から特別技術功労賞が授与

されました、

                                 佐藤敬治理事長（左） 

と間野博信主任
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１．はじめに 

今年の夏も非常に暑く、熱中症対策として

適切な水分補給が大切となっています。この

ため、気軽に水分補給ができる等の利便性か

らペットボトル飲料が広く普及してきました。

一般社団法人全国清涼飲料工業会の調査によ

ると 2014 年のペットボトル飲料の生産量は

約 13,500 千 k で、容器別シェアは 69.5％と

高い割合を占めています。

そこで、今回は「ペットボトル容器」の特

徴と種類についてご紹介します。 

２．ペットボトルの特徴 

ペットボトルは、プラスチックの一種であ

るポリエチレンテレフタレート（ Poly 
Ethylene Terephthalate：PET）樹脂を材料

としており、食品容器として優れた性質を数

多く持っています。主な特徴を以下にまとめ

ました。

（１）割れにくい、軽い 

ガラスびんのように割れることが少ないの

で中身の漏出や、けがを防ぐことができます。

軽量化によって持ち運びやすくなり、生産や

廃棄時の排出 CO2 の削減にも貢献しています。

廃棄時は潰しやすい特徴があります。2 サイ

ズのボトルの平均重量は約 40g、最軽量品は

約 30g となっています。 

（２）気体の透過度が比較的低い 

品質劣化に関与する酸素や炭酸の抜けやす

さの指標となる二酸化炭素の透過度が、容器

や包装材料で多く使用されるポリエチレンや

ポリプロピレン樹脂の 1/10 から 1/100 と低く、

飲料の保存性に優れています。また、表面を

コーティング処理することによって透過度を

更に低くすることができます。 

（３）保香性が良好 

PET 樹脂は、プラスチックの中でも、ボト

ルの外からの臭気が食品に移ること、食品の

香り成分が容器に吸着することや外に抜ける

ことを防ぐ効果が高いという特性があります。

一例として、オレンジジュースに含まれるリ

モネンはポリエチレンに吸着される性質があ

り、ポリエチレン容器では香りが少なくなる

ため、ペットボトルが使用されることが多い

ようです。 

（４）再封（リキャップ）ができる 

開封後もキャップをすることができるので

保存や持ち運びに便利です。炭酸飲料の場合、

開封後の炭酸ガスの漏出を遅延させる効果も

あります。 

３. ペットボトルの種類と形状 

飲料用のペットボトルは耐圧性と耐熱性の

観点で 4 種類に分類することができます。 

（１）耐圧用ボトル 

炭酸飲料に用いられます。炭酸ガスの内圧

が均等に分散するように、胴部が円筒状にな

っています（写真１中）。また、底部は花びら

（ペタロイド）形状で、圧力に耐え、自立で

きる構造になっています（写真２右）。 

（２）耐熱用ボトル 

ホット充填（充填温度 85-90℃）を行う果

汁飲料や茶飲料などに用いられます。PET 樹

脂は 75℃付近で軟化する性質があり、高温の

内容物を充填すると収縮するので、樹脂を結

晶化させています。そのため、注ぎ口が白く

なっています（写真３右）。 

また、ボトルの胴部は、内容物が充填後に

冷却されて体積が減り、減圧状態になっても

変形しないように凹凸構造になっています

（写真１左）。 

（３）耐圧・耐熱用ボトル 

乳成分や果汁などが入った炭酸飲料に用い

られます。乳成分や果汁は栄養成分が豊富で、

微生物が増殖しやすいために充填後に熱殺菌

が行われます。このため、炭酸ガスへの耐圧

性と熱殺菌への耐熱性が求められます。 

（４）非耐圧・非耐熱用ボトル 

茶飲料、ミルクティーなどに用いられます。

内容物とボトルを充填前にそれぞれ殺菌し、

無菌的に充填します。常温で充填されるため、

結晶化処理を行う必要がありません。このた

め、注ぎ口は透明です（写真３左）。また、炭

酸ガスの内圧に耐える必要もないので薄くす

ることが可能です。軽く、軟らかいため、潰

しやすい性質があります。持ちやすく、強度

ペットボトル容器の特徴と種類について
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を維持するために胴部に溝が入れられていま

す（写真１右）。 

４．ペットボトル飲料の利用における注意点 

ペットボトル飲料は再封して持ち運びやす

いので、外出時など鞄の中に入れておく方も

多いですが、微生物が関与するトラブルを引

き起こす可能性があります。そこで、モデル

実験を紹介します。直接口につけて飲むこと

を想定し、開封後に唾液を滴下したペットボ

トル飲料を、夏の日中の気温を想定した 35℃
で保存して微生物菌数を測定しました。その

結果、4 時間で 10 倍、1 日経過すると 10,000
倍に増加するケースがありました。内容物に

よって菌数の変化は異なりますが、開封後は

早めに飲み終えるように情報提供をする必要

があります。 

写真１ ボトル胴部の形状 

  左：凹凸構造,中：円筒状,右：溝入り 

写真２ ボトル底部の形状 

 左：耐圧性なし,右：耐圧性あり 

また、直接的に口をつけたペットボトル飲

料のボトルが膨張して破裂し、内容物が飛び

散る事故の発生が報告されています。この原

因は、口中か混入した酵母が、飲料中の糖を

分解し、炭酸ガスを生成したためにボトルが

膨張したと考えられました。なお、口中の酵

母は果物や発酵食品などの食品由来の可能性

が考えられます。 

当センターにも容器の膨張等に関する問い

合わせが寄せられることがありますが、その

多くは微生物が起因すると考えられます。便

利なペットボトル飲料ですが、適切に利用す

ることが大切です。

写真３ 注ぎ口の形状 

  左：耐熱性なし,右：耐熱性あり 
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